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このプログラムに参加して日が経つにつれ、私はあることに気がつきました。ここでは自分の意思を
はっきりと言うことができる。ということは、自分の意志に逆らわずに行動できるのだ、と。私は今まで
周りの目を気にして、自分がやりたいことをできずにいました。それが、ここではそういうことが何もな
い。やりたいと思ったら迷わずにできる。自分がその空間にいることが嬉しく感じました。そして他のメ
ンバーの何ごとにも挑戦する姿を見て、自分も挑戦して良いんだ、と思えるようになったのです。自
分から現地の方々と繋がりたいと思って行動したからこそ、今回のプログラムが私の中でより大き
なものとなり、現地の方々の存在も私の中に深く刻まれたのでしょう。オーストラリア組 杉田 春風

ル・マンでのレース中に多くのご支援者の方々に出会いました。そこで気付いたことがあります。
Support Our Kids「ひとりじゃないよ」の意味です。渡航前は「ひとりじゃないよ」＝震災を抱え込
んでいるのは一人ではなく、東北の子ども達、つまり一緒に渡仏するメンバーのことを指してい
るのだと思っていました。しかし、滞在中にその意味に加えて、一人でここまで来たのではなく、
多くの人にサポートがあってだということを改めて感じ、「楽しい」だけでは終わらせないぞ、と
1日1日を振り返ることができました。だからこそ、これから何としてでも恩返しがしたい。今後は
「HABATAKI」にも参加をして、苦手なことにも挑戦したいです。 フランス組 石島 雫

ニュージーランドでの経験から、毎日をなんとなく受け身な態度、気持ちで送るのではなく、一日
をこうしたい、とか、ああしたいという希望を持って、それを一つ一つ実現させながら送ることで毎日
に重みが生まれることが分かりました。その積み重ねが人生の豊かさにも繋がると思うので、一日
一日を大切にしたいです。そして自分にとってハッピーな選択をして、周りに流されないで「自分」を
大切にしたいと思います。私達は、東北の未来を創ることを期待され海外に送り出してもらいまし
た。そのための本番はここからだと思います。これからも応援してくれる人が沢山いることを忘れず、
感謝の気持ちを持って恩返しができるよう努力していきます。 ニュージーランド組 吉田 雪希

今まで震災について深く考えていなかった。しかしSTAND UP SUMMIT2016に参加し、東北の学生
が自ら行動する姿を見て、自分も震災と向きあい、SOKのOBOGのように自ら輝ける若者になりた
いと思った。カナダで過ごした2週間は毎日が新鮮で、様々な人に出会い、様々な経験をし、
様々な感情を抱いた。言語の壁という不安もあったが、それはそんなに高い壁ではなく、自分の
ことを知ってもらい、相手のことを知ろうとすることが大事だと学んだ。このカナダで学んだ相手の
気持ちを大事にして日本でも仲間を増やし、その仲間達と共に、次は支援する側に回って、より
若い人たちに素敵な経験をさせたいと強く考えている。 カナダ組 金山 侑真

私はホストファミリーの優しさに毎日感動していました。少し前まではお互い知らない人同士で、私
は何もしてあげられてないのに、どうして無条件でこんなに優しくしてくれるのだろうと驚きました。この
大きな優しさに触れ、とても温かい気持ちになりました。そして、私も誰にでも無条件の優しさを与え
られる人にないたい、と思いました。今後の生活では思いやりを持って他人に接し、今度は私がた
くさんの人に幸せを届けたいです。些細なことでも行動に移していこうと思います。この気持ちを忘
れず、新しく見つけた人生目標を達成し、恩返しをしていきたいと思います。本当にありがとうござ
いました。 アイルランド組 髙橋 こころ
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人生を180度変えてくれたSOKとの

出会いは『福島、東北、日本の未来

は私達が担う』と勇気を与えてくれま

した。共に歩みを進められる力強い

仲間を誇りに思い、日本と世界の架け橋になるべく、大学卒業後

はアメリカで日本について海外の人に伝えてきます。一人でも多く

の方が、東北や日本に興味を持ち、足を運んでくれるよう、周りに

あるチャンスを逃さず毎日が真剣勝負！と思い精進します。

AFTER HOMESTAY PROGRAM
- LIFE-CHANGING EXPERIENCE 人生を変える経験 -

フランス・ルマンで初めてモータースポー

ツの世界を感じ、レースもドライバー1人

では完走できないことを知り、自分の

仕事に情熱と誇りを持って働くエンジニアの姿に感動と憧れを抱きまし

た。その経験から夢を与えてくれるきっかけとなったマツダ㈱に今年入

社し、憧れのエンジニアを目指して地元福島から離れて広島におりま

す。いつも応援してくださる皆様への感謝の気持ちを忘れず、恩返しと

して活躍する姿を見ていただきたいです。

SOKが僕にくれたのは、沢山の機会だ

った。人との出会い、考えを共有する

機会。どれだけの想いで支援者の方々

が、親が、僕たちに期待し応援してくれ

ているか考える機会。そこからどう考えて行動するかは、自

分自身にかかっている。僕は留学生のための被災地ツアー

を企画したり、留学したり、頂いたチャンスを次に繋げるため

に思う存分生きてきた。一歩踏み出す勇気をSOKは僕にく

れた。

奥山 瑠捺 （US2012）

SOKとの出会いを通して、できるか

できないかではなく、自分がやりたい

と思った気持ちを大切にできるよう

になり、諦めないことがどれだけ重

要であるかということに気がつくことができました。また、

会った仲間と、どんな場所にいても心から応援でき、支え

合える関係を築くことができたことは私の人生の大きな財

産だと思っています。

アルアリアシーらみ亜 （US2014）

SOKとの出会いで、様々な考え、生き方を

知ることができました。出会う前は、流さ

れるように、周りと同じように過ごしてき

ましたがSOKのみんなと出会い、個々の

強い意志、十人十色の考えを知り、とても刺激を受けました。この

出会いで今、私は『You Only Live Once』をモットーに自分の夢

に向かって自分らしい生活をしています！大好きSOK！

SOKでは、諦めないことの大切さを学び

ました。その後、それまでの私なら「届き

そうにないから無理」と初めから諦めて

いたようなことにも挑戦しました。正直、

限られた時間、お金の中で叶えることのできなかった目標も

ありましたが、目標に向かって一歩一歩頑張った経験こそが

今の私の自身になっています。全てのきっかけを与えてくれ

たSOKにとても感謝しています。

「積極的に生きる。」そんな生き方を教えて

くれたのは、間違いなくSOKでした。アメリ

カでの時間は、挑戦を恐れていた自分に

力を与え、行動しなければ相手に気持ちは伝

わらないことを教えてくれました。たくさんのものをもらったからこそ、

今度は自分達が動かなければならない、と恩返しの精神でSOK

の活動に参加しています。将来の夢に向け、まずは大学受験。

過去の失敗も経験だと前向きに捉え、未来に向け今を一生懸命

生きていきます。

櫻井 千聡 （NZ2016）

自分を変えたいと強く願う人が集う場所、それが

SOKだと思います。SOKに参加して何が変わ

った、とよく聞かれますが、一言ではとても言い

尽くせません。私の場合、常に前向きで熱意の

ある同年代OBOGの姿を見ることで自分の未熟さに気付かせれ、変

わりたいという強い衝動に駆られました。自分と何度もぶつかって気

持ちが沈むことがありますが、お互いを励まし合い、高め、認め合う空

間がSOKにはあります。そのような環境、きっかけをくださった支援者

の方々に感謝しています。

「頂いた恩を今困っている誰かに送りたい」 「復興について若者同士で本気で考えたい」

そんな思いで動き出した恩送りプロジェクト『HABATAKI』 。SOKのOBOGで構成される私た

ちHABATAKIの思いは、ネパール地震、熊本地震で被災した同世代へ。「自分達と同じよう

に、被災した同世代を東北に招待しよう。共に復興について考えたい。」岩手、宮城、福島、関

東、、、想いの輪は拡がり、各地で募金活動を実施しました。募金活動中、多くの方から激励の

言葉を頂き、勇気づけられました。同時に、私達のホームステイプログラム実施にあたり、数え

きれない方からご寄付を通して、温かい想いを寄せて頂いていたことを改めて実感しました。

2016年3月、ネパール大地震で被災した学生3名と引率者1名を宮城県南三陸町へ招待。最

終日、ネパールの高校生は私たちにこんな言葉を残してくれました。「こんなに愛を感じたこと

は生まれて初めてです。HABATAKIは私の家族です。」また、この活動にサポート役として参

加したSOKの後輩は「自分達も復興の輪を広げ、日本の未来を担う同じ仲間の力になりた

い。」と、熊本地震の復興支援をスタート。熊本にも足を運び、自分達にできる復興支援とは何

か、仲間と模索しながら、プロジェクト成功へ向け、準備を進めました。そして2016年8月、熊本

地震で被災した学生5名と引率者1名を福島県いわき市に招待。プロジェクトを終え、参加した

学生から「以前は人任せで他人から言われるまで行動しなかった。でもこのプロジェクトに参加

して誰かに頼っていても何も変わらない、自分達で行動しなくてはいけない、と思うようになっ

た。」という心情の変化を聞くことができました。また、この復興のバトンを絶えず次に繋げるべく、

熊本プロジェクトは今年も実施されました。新たなSOKの仲間もプロジェクトに参加し、それぞ

れが考える復興支援のあり方を話し合い、8月に熊本から6名の学生を宮城県の女川町に招待

し、復興と若者がどう関わっていくか話し合いました。この復興の輪プロジェクトを通し、人と人

との心の繋がりに、国境なんて距離なんてないことを実感しました。共に笑い、涙した日々は生

涯輝き続けるでしょう。この復興の輪は今後更に広がり続けます。

写真 : ２０１６年３月、南三陸の日の出に復興を誓うHABATAKIメンバーとネパールの高校生

出会いの素晴らしさを実感しました。全く

違う境遇の人と出会い、そしてそこで出

会える人は自分が持ってない能力を

持っていたり、価値観を持っている人達、

そして会うたびに成長し進化している人達ばかり。そんな人達に

再会するとまた自分も成長しなきゃといい刺激を与えてくれます。

そんな出会いを与えてくれたのがSOKです。今は中学校の先生に

なろうと頑張っています！

2017年9月、74歳でこの世を去った SOKの創始者である 故・秋沢志篤さん。故人を偲ぶ会が

11月14日、東京の八芳園にて執り行われました。会場には多くの方が集まり、故人への想いを

寄せました。東北の子ども達に「明日への希望」「前を向いて進む勇気」「夢を追い続ける挑戦

心」…他にも数え切れない程、大きな力を与えてくださった秋沢さんに感謝を伝えるべく、SOK

のOBOGも会場に集結。故人の意志を引き継ぎ、繋いでいくことこそが私たちの使命だと改め

て感じたと同時に、秋沢さんから頂いた力を絶えず持ち続けていこう、と誓いました。

秋沢さんの回顧展では、SOKに関連
するアイテムを展示しました。

SOKのOBOGとボビー・バレンタインさ
ん、寺田陽次郎さん。

最後にはSupport Our KidsのOBOGが登壇、
決意表明を行いました。

元読売巨人軍監督
原 辰徳さん

内閣総理大臣夫人
安倍 昭恵さん

農林水産大臣
齋藤 健さん

歌手
平原 綾香さん

オペラ歌手
ジョン・健・ヌッツォさん



私は2週間、事務局でインターン
シップをさせて頂きました。業務
内容としては、ホームステイ事前
事後研修サポート、SUS報告書
作成、支援企業訪問を体験しま
した。撮影技術や編集技術など
様々な知識を得ることができたのはもちろんですが、それ以
上に大切なことを学べました。団体が今に至るまでの道のり、
支援して頂いている方々の想いを知り、自分が事務局でイン
ターンシップしたことの意味を考えさせられました。この経験
を通して、人や組織の繋がりの意味、大切さを知ることがで
き、とても充実した2週間でした。根底には人と人との繋がり
があるということを忘れずに、これからも活動していきます。あ
りがとうございました。－佐藤 章哉（P/SW2015)

SOK OBOG 活動一覧
6月 夏だ！Support Our BBQ in 松島

8月 SOK事務局 インターンシップ研修

8月 東北×熊本 復興の輪プロジェクト

10月 秋だ！Support Our 芋煮会 in 仙台

SOK チャリティイベント一覧
1月 第3回平原綾香 Jupiter基金

3月 第7回チャリティーオークションディナー

3月 エメラルド・ボール東京

3月 I LOVE IRELAND FESTIVAL

5月 RICHIE MACCAW Charity for All 

5月 第二回伏見博明殿下杯チャリティボウリング大会

8月 STAND UP SUMMIT 2017

11月 Rugby Charity Day

11月 秋沢志篤を偲ぶ Farewell Charity Party

11月 リユニオン～翔～

HABATAKI 東京今 後 の 予 定

毎年夏に東京ビッグサイ
トで開かれ、東北地域
のみならず、関東や海外
の学生がこれからの復興に
ついて意見を交わす、
「STAND UP SUMMMIT」
午前中はセッションごとにわかれ、考えを共有し、
話し合い、それらを発表。SOKのOBOGから成る
HABATAKIもセッションを担当しました。午後は
OGの秋山裕乙さんが司会を務め、ステージにて
ゲストを迎えたトークショー、そして復興ディスカッ
ションが行われました。また、今年度よりスタンド
アップフェスティバルも夜間に開催。とても充実し
たプログラム内容となりました。

ACTIVITY REPORT ２０１７

伝えきれない ありがとう を

6年前、浅田香菜さんは宮城県石巻市で被災しまし
た。震災という暗闇から彼女を救ったのは、今年9月
74歳でこの世を去ったSOKの創始者でもある 故・
秋沢志篤さんでした。そんな浅田さんが当時の思い
を振り返りながらSOKについて語りました。

― 当時、まだまだ大変なことが続く中で自分がNZ
に行っていいのか、悩みましたが、「今、自分が生き残っているのだから、行ってみ
よう」、と軽い気持ちでプログラム参加を決めました。軽い気持ちで行ったものの、
NZで過ごした3週間は本当に私の世界をがらりと変えました。そして今その時の活
動が、私の、そして参加した大勢の子ども達の背中を押してくれる風になっていま
す。今後さらにキラキラした夢を持った子ども達が増えると思うと秋沢さんにはあり
がとうという言葉が伝え切れません。私もさらに多くの子ども達が海外に行けるよう頑
張らなくてはなりません。そして、もし願いが叶うのであれば皆さんからもっともっと子
ども達を応援してくれる力を頂きたいです。秋沢さん、たまにでいいから子ども達の
こと見に来てください。私たちも楽しく輝いていられるよう頑張ります。

写真：OBOG代表としてメモリアルスピーチをする浅田さん

夢 を憧れで終わらせない

昨年のアメリカホームステイプログラムに参加をした
宮城県仙台市に住む高校3年生の及川徳乃さん。
TVで日本の職人が減少している事実を知り、「これ
は自分が守らなくてはいけない！」と和菓子職人を
志したが、SOK参加前は夢を語ることを恐れていた
という彼女。参加後、夢に対する想いがどう変わっ

たのでしょうか。自分の夢への情熱を感じる、後輩への力強いメッセージでした。

― SOKに入り、面接の時に初めて夢について深く伝えました。そして、目標のある
仲間との出会いで、「和菓子職人になりたい！」と人に伝えていいんだ、改めて気
付くことができました。参加後は夢への想いが一層強くなり、求人をとっていない和
菓子屋に自分でお願いし、チャンスを掴むことができました。来年からは京都での
修行が始まりますが、私の更なる野望は「和菓子を通して東北を伝えること」
「WAGASHI」を世界共通語にすることです。この経験から後輩へ伝えたいこと、そ
れは夢を憧れで終わらせないことです。言ってるだけでなく行動に移すことで初め
て現実味が帯びてきます。まずはやってみる。それが夢へ近づく一歩だと思います。

写真：第2部にて自身の夢について熱く語る及川さん

ホームステイから帰国
後グループの垣根を
越えOBOGの輪を広げ
たいという想いから年
に数回BBQや東北なら
ではの芋煮会などを
開催しています。本年度はBBQに48名、初開催の芋煮会に
19名が参加してくださいました。会の中では参加者同士が仲
良くなれるようなレクリエーションをしたり、一緒に食事をしな
がら訪れた国での話、夢など沢山のことを共有し、新しい仲
間を作ることができます。歳の離れたOBOGと仲良くなるチャ
ンス！来年度も随時開催していきますので皆様のご参加を
お待ちしております。またイベントを盛り上げるのに我こそは！
という方はぜひ企画メンバーへ！－鈴木 麻莉子（US2013）

OBOGの交流の場！
Support Our BBQ ＆ 芋煮会

復興に対する思いを熱く！
STAND UP SUMMIT

イベント成功までの道のりを体験！
事務局インターンシップ

第7回チャリティーオークションにて
支援者の方々とボランティア参加のOBOG

2018. 3.12 （月）

場所：八芳園

皆様の参加を
お待ちしております。

平原綾香さんのJupiter基金の収益を
ご寄付として頂きました。歌手を目指す
佐藤玲花さん（右）が代表で受領。

アイルランド組のOGが集合。
I LOVE IRELAND FESTIVALに

参加し、アイルランドを盛り上げました。

NZより来日したリッチー氏の各種イベント
ではSOKのOBOGがボランティアとして

積極的に参加していました。

SOK実行委員会の会長、アン・バリントン
駐日アイルランド大使と共にリユニオンの記念
写真。各国素晴らしいプレゼンをしていました。

大学進学のため上京してきたOBOGが現在SOKの
事務局でアルバイトをしています。日々、他のア
ルバイトでは感じることのできない刺激を受けさ
せて頂いてます。特に夏のホームステイのお手伝
いは子ども達の変化に感動を隠せませんでした。
そしてこのSOK通信は4人体制になって、初めて
の共同作業です。協力しながら、一人でも多くの
方に読んで頂きたいという想いで作成しました。
たくさんのSOK愛と感謝がこもっています。楽し
んでいただければ幸いです。

秋山裕乙/米山結衣/鈴木麻莉子/佐藤幹尚

◆ 秋沢志篤を偲ぶ Farewell Charity Party ◆ リユニオン～翔～ わたしの夢



「Support Our Kids」発起人会
青島 俊徳 (タイムアウト in NZ 創設者)
赤井 勝 (花人)
赤木 弘喜
秋元 康 (作詞家)
淺野 秀則 (株式会社フォーシーズ 代表取締役会長兼 ＣＥＯ)
天井 次夫 (株式会社経営戦略合同事務所 代表取締役会長)
有森 裕子 (NPO法人ハートオブゴールド 代表理事)
アルン・ナンギア (ナショナルオーストラリア銀行 日本代表)
アン・バリントン（駐日アイルランド大使館 特命全権大使）
イアン・ケネディー ( 元駐日ニュージーランド大使館 特命全権大使・ニュージーランド政府日本国関係特使)
石田 純哉 (株式会社ゴルフパートナー 代表取締役社長)
井田 義則 (いすゞ自動車株式会社 特別相談役)
伊東 信一郎 (ANAホールディングス株式会社 取締役会長)
井上 彪 (三菱食品株式会社代表取締役社長)
井上 弘 (株式会社東京放送ホールディングス 代表取締役会長)
岩崎 安利 (ビッグホリデー株式会社 代表取締役社長)
宇佐美 三郎 (株式会社宇佐美鉱油代表取締役社長)
氏家 正道 (フェデラル エクスプレス北太平洋地区担当副社長)
ウルス・ブーヘル（前･駐日スイス大使館 特命全権大使）
エド・オーバリー (前・ニュージーランド航空 日本・韓国地区支社長)
大崎 洋（吉本興業株式会社代表取締役社長）
大里 洋吉 (株式会社アミューズ 代表取締役会長)
大日向 由香里 ( 株式会社エコLOVE 代表取締役)
岡田 佑 (宝自動車交通㈱代表取締役社長)
垣添 直也 ( 元・日本水産株式会社 代表取締役社長執行役員)
加藤 功時 (国際ロータリー第2750地区 東京芝ロータリー・クラブ 2013-2014年度_会長)
鎌田 隆介 (株式会社アコーディア・ゴルフ 代表取締役社長)
河相 周夫 (宮内庁式部官長)
河田 聡史 (SBIファーマ株式会社 代表取締役執行役員COO)
河内 宏之 (株式会社アカデミー 代表取締役社長)
河村 守康 (株式会社虎ノ門実業会館 代表取締役)
北牧 裕幸 (株式会社キューブ 代表取締役社長)
金城 誠 (アンズコフーズ株式会社 代表取締役社長)
草間 吉夫 (前・高萩市市長)
クリスチャン・マセ (前・駐日フランス大使館特命全権大使)
来栖 宏二 (アゼリーグループ 理事長)
小園 文典 (株式会社協和エクシオ 代表取締役社長)
児玉 守弘 (株式会社日音相談役)
後藤 亘 (東京メトロポリタンテレビジョン株式会社 代表取締役会長)
小林 哲也 (近畿日本鉄道株式会社 取締役社長)
小巻 亜矢 (ＮＰＯ法人ハロードリーム実行委員会 代表理事)
小宮山悟 (野球評論家)
サー・デイビット・ウォレン (前・英国大使館特命全権大使)
齋藤 真嗣 (ニューヨーク州 医師、腫瘍内科感染症専門医)
三枝 成彰 (一般社団法人3.11震災孤児遺児文化・スポーツ支援機構 会長)
坂井 秀行 (IMG 日本支社バイスプレジデント ビジネス ディベロップメント)
桜井 正光 (株式会社リコー 特別顧問)
迫本 淳一 (松竹株式会社代表取締役社長)
篠塚 建次郎 (ラリードライバー)
芝 幸太郎 (㈱One & Presence Holdings 代表取締役社長)
柴 俊夫 (一般社団法人 こどものための柴基金理事長、俳優)
渋谷 弘延 (公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 理事)
島田 亨 (楽天株式会社代表取締役副社長執行役員)
ジャックＫ．坂崎 (９０Ｐｌｕｓ Ｗｉｎｅ Ｃｌｕｂ代表)
シャノン･ウォーカー (前・ニュージーランド政府観光局 PRエグゼクティブ)
ショーン・コンロイ (前・ニュージーランド貿易経済促進庁 公使 日本・韓国地域局長)
ジョン・Ｖ・ルース (前・駐日米国大使)
ジョナサン・T・フリード (前・駐日カナダ大使館 特命全権大使)
ジョン・カーワン (元・ラグビー日本代表ヘッドコーチ )
ジョン・ニアリー (前・駐日アイルランド大使館特命全権大使)
ジョン・ドエティ (タイムアウトin NZ 設立者テラスダウンズ リゾート マーケティング部長)
ジョン・ハンドルビー (ビーフアンド ラムニュージーランド 日本代表)
白石 康次郎 (海洋冒険家)
白石 徳生 (株式会社ベネフィット・ワン 代表取締役社長)
杉田 真志 (株式会社エス・ワイ・エス 代表取締役)
関 正樹 (関彰商事株式会社 代表取締役社長)
髙橋 利弘 ( 前ニュージーランド大使)
田川 博己 (株式会社ジェイティービー 代表取締役社長)
竹花 豊（株式会社東京ビックサイト 代表取締役社長）
舘 ひろし (俳優)

田辺 善仁 (株式会社エフエム大阪 代表取締役社長)
玉井 義臣 (あしなが育英会 会長)
田村 隆 (つきぢ田村三代目)
長命 健志 (株式会社エイチ・エル・シー 代表取締役)
ツィリル・コザチェフスキ（前･駐日ポーランド共和国大使）
塚原 光男 (有限会社塚原体操センター 代表)
辻 信太郎 (株式会社サンリオ 代表取締役社長)
坪田 信義 ( グラブマイスター)
ディーン・サドラー (アド・ネットワークス株式会社 代表取締役兼最高経営責任者)
ティム・ウイリアムズ (ワイン・イン・スタイル株式会社取締役会長)
デボラ・ヘイデン (前・クレアブ・ギャビン・アンダーソン 日本マネージング・パートナー)
寺田 陽次郎 ( レーシングドライバー)
鳥原 光憲 (日本パラリンピック委員会 会長)
ナオコ ダラ ヴァレ ( ダラ・ヴァレ・ヴィンヤード オーナー)
鍋島 英幸 (三菱商事株式会社 常任監査役)
ニーナM．坂崎 (ＪＳＭコンサルティング株式会社 代表取締役)
新山 明美 (仙台ニュージーランド協会 会長)
西本 博嗣 (ノーリツ鋼機株式会社 代表取締役社長)
西山 広文 (株式会社読売情報開発 代表取締役社長)
野田 勝憲 (共立印刷株式会社 代表取締役会長)
羽生 裕子 (カナルカフェオーナー)
羽生 善治 (将棋棋士 二冠)
原 辰徳（読売巨人軍 前監督）
原田 真二 (ミュージシャン)
林 梓 (前ベルギー王国大使)
肥後 かおり (女子プロゴルファー)
日野 皓正 (ジャズトランペッター)
平野 昌和 (公益財団法人ラボ国際交流センター 理事長)
冨木田 道臣 (株式会社エフエム東京 代表取締役会長)
福田 康夫 (第91代内閣総理大臣 日本・ニュージーランド議員連盟理事長)
ダニエル 藤井 (ブラックストーン・グループ・ジャパン株式会社 代表取締役)
ブルース・ミラー (前・駐日オーストラリア大使館 特命全権大使)
ボビー・バレンタイン (前・ボストン・レッドソックス監督)
古田 貴之 (千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター 所長)
本庄 竜介 (グリーンコア株式会社 代表取締役)
マーク・ケナリー (前・フォンテラジャパン株式会社 代表取締役社長)
マーク・シンクレア (前･駐日ニュージーランド大使館 特命全権大使)
マア・ノヌー (ラグビー ニュージーランド代表オールブラックス)
マイケル・ラーチ (エボリューションキャビタルマネジメント 代表)
前田 伸 (日本電波塔株式会社 代表取締役)
松岡 宏泰 (東宝東和株式会社 代表取締役社長)
松沢 成文 (参議院議員)
松下 庄一 (株式会社松勇代表取締役社長)
松平 定知 (元NHKアナウンサー・京都造形芸術大学 教授)
眞藤 健一 (株式会社経営戦略合同事務所 代表取締役社長)
マリ・クリスティーヌ ( 異文化コミュニケーター、国連ハビタット親善大使)
丸山 邦治 (株式会社丸山海苔店 代表取締役社長)
マンリオ・カデロ(駐日サンマリノ共和国 特命全権大使)
ミア・エヴァンズ
(バンコープ・ウェルスマネジメント・リミテッド ジェネラル・マネージャー)
村上 雅則 (元・メジャーリーガー)
森 浩美 (作詞家・作家、 日本ドッジボール協会 最高顧問)
森川 由加里 (ミュージシャン)
森 浩生 (森ビル株式会社取締役副社長執行役員)
森 喜朗 (第85代、第86代内閣総理大臣 日本ラグビーフットボール協会会長)
ゲーリーＳ．森脇 (ニューヨーク日系人会 会長)
薮中 三十二 (外務省顧問)
山﨑 直樹 (株式会社アップフロントグループ 代表取締役会長)
ユーゼン・チェン (ゼスプリ インターナショナル ジャパン株式会社 代表取締役社長 )
吉田 恒雄 (特定非営利活動法人 児童虐待防止全国ネットワーク 理事長)
吉田 康 (株式会社ブルボン代表取締役社長)
吉野 伊佐男 (吉本興業株式会社代表取締役会長)
米村 でんじろう (米村でんじろうサイエンスプロダクション 代表)
リュック・リーバウト (前･駐日ベルギー王国大使館 特命全権大使)
ルー・トンプソン (エッセンシャリーグループ マネージングディレクター)
ロバート・ベル (オーストラリア・ニュージーランド銀行 東京支店 CEO)
脇屋 友詞 (Wakiya一笑美茶樓 オーナーシェフ)
和田 修一 (株式会社和田代表取締役)

創立者：故秋沢志篤
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アイルランド大使館
アメリカ大使館
イギリス大使館
オーストラリア大使館
カナダ大使館
サンマリノ共和国大使館
スイス大使館
ニュージーランド大使館
フランス大使館
ベルギー王国大使館
ポーランド共和国大使館
キューバ大使館
復興庁
外務省
防衛省
首相官邸
日本赤十字社
経済同友会
90 Plus Wine Club
ISISGreenwich
i3
IMG JAPAN
アイング株式会社
RHトラベラー株式会社
赤井勝装花の会
株式会社アカデミー
株式会社アコーディア・ゴルフ
あしなが育英会
アゼリーグループ
アディダス・ジャパン
アド・ネットワークス株式会社
アトム通貨実行委員会仙台支部
株式会社アパマンショップホールディングス
アフリカの花屋
アメリカンクラブ
アルパインツアーサービス株式会社
ANZCO FOODS JAPAN LTD
アンダーズ東京
e.i.l.
イオン
いしかわボディケアセンター
株式会社泉屋東京店
いそ路
Itsumo
株式会社伊藤園
伊藤ハム株式会社
井原水産株式会社
International Women’s Club JAPAN

株式会社インタープレイン
株式会社インフィニティ
株式会社ウェル
株式会社宇佐美鉱油
株式会社ウジエスーパー
ANZCCJ
ACO
エールフランス
株式会社エイチ・ツー・オー
株式会社エイトコーポレーション
Asia Matters
SOK in Toronto
株式会社SPE
株式会社エドムインクリメント
株式会社オールス
OKANO株式会社オフィスフォーティエイト
株式会社オフィスレン
カシオ計算機株式会社
株式会社カタログハウス
カナルカフェ
金丸歯科クリニック
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
株式会社紀文食品
共立印刷株式会社
近畿日本鉄道株式会社
クラブオーストラリア
株式会社倉本製作所
グリーンコア株式会社
株式会社グローパス
株式会社経営戦略合同事務所
株式会社コーセー
株式会社KODENホールディングス
公益財団法人国際親善協会
一般社団法人こどものための柴基金
株式会社ゴルフパートナー
佐藤製薬株式会社
株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド
サンサス商事株式会社
3.11震災孤児遺児文化・スポーツ支援機構
サンデンホールディングス株式会社
サントリー酒類株式会社
株式会社ジエブ
シェラトン都ホテル
株式会社シムコス
七ヶ浜国際村
JSMコンサルティング株式会社
株式会社ジャスビコ
株式会社ジャパンエフエムネットワーク
ジャポネード
JANZ

JANZ Ladies
春風会
新企会
新極真会
スーザン・ロックフェラー
スイスインターナショナルエアラインズ
スイス情報.com
スポーツオーソリティ
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
関彰商事株式会社
仙台ニュージーランド協会
全日本空輸株式会社
医療法人社団聡真会
DARGAVILL HIGHSCHOOL
株式会社ダイフク
タカタ株式会社
宝自動車交通株式会社
株式会社竹中庭園緑化
株式会社環建築設計事務所
学校法人千葉工業大学
株式会社中央不動産鑑定所
つきぢ田村
株式会社手塚プロダクション
TBS
TBC東北放送
デルタ航空
株式会社テンポプリモ
テンワス株式会社
TOKYO FM
TOKYO MX
東北福祉大学
東京航空計器株式会社
東京ガス株式会社
東京ドーム
株式会社東京ドームホテル
株式会社東京ビックサイト
東京プリンスホテル
東宝神宝
トヨタ自動車株式会社
株式会社虎ノ門実業会館
有限会社ドリーム・ロード
株式会社ナカムラ
株式会社ニュー・オータニ
ニュー山王ホテル
ニュージーランド航空
ニュージーランド政府観光局
ニュージーランド貿易経済促進庁
nz-navi.com
ニューヨーク日系人会
ニューヨークメロン銀行

株式会社庭野企画プロモーション
Bancorp Wealth Management Limited
NPO法人日本オリンピック・アカデミー
一般財団法人日本自動車文化振興会
日本電波塔株式会社
認定ＮＰＯ法人日本ハビタット協会
NPO法人日本舞踊芸術文化協会
日本ミシュラン・タイヤ株式会社
ネスグローバル株式会社
NEVER FORGET東北
ノーリツ鋼機株式会社
株式会社八芳園
ビッグホリデー株式会社
ビクトリノックス・ジャパン
ファイングレードウールクラブ
フェデラルエクスプレス
フォンテラジャパン株式会社
株式会社ブーランジェリーエリックカイザージャポン
福岡地所株式会社
富士スピードウェイ株式会社
株式会社フトゥーロ
株式会社プランクトン
株式会社ブルボン
PACE Sports Management
株式会社プレイン
プロシードアセットマネジメント
北海道日本ハムファイターズ
ほけん設計株式会社
株式会社ホリプロ
株式会社マイヤ
MOUNT ALBERT GRAMMAR SCHOOL
有限会社マックスペース＆ステーション
マツダ株式会社
株式会社マルトグループホールディングス
マンダリンオリエンタル東京
ミズノ
三菱重工業株式会社
三菱商事株式会社
三菱食品株式会社
株式会社メッセージデザインセンター
モザンビーク共和国大使館
鮨処森下
森永製菓株式会社
森ビル株式会社
Yahoo!JAPAN
吉沢寛法律事務所
吉本興業株式会社
読売巨人軍
読売新聞社
ライオン株式会社

株式会社メッセージデザインセンター
モザンビーク共和国大使館
鮨処森下
森永製菓株式会社
森ビル株式会社
Yahoo!JAPAN
吉沢寛法律事務所
吉本興業株式会社
読売巨人軍
読売新聞社
ライオン株式会社
LINE
株式会社ラ･ディッタ
公益財団法人ラボ国際交流センター
ラ・ロシェル
Rotary Club of Toronto – Forest Hill
Wakiyaグループ
一般社団法人WAZA JAPAN
和田グループ
ヒーローズエデュテイメント株式会社

その他多くの個人の皆様からご支援頂いております。

2017年8月 現在（五十音順・敬称略）

ご支援・ご協力

ありがとうございます

協力・後援団体

Support Our KidsはYahoo!JAPANのご協力のもと、「Yahoo!ネット募金」を実施しております。
各種クレジットカードによる決済のほか、Tポイント（TSUTAYA）を寄付に変えることが出来ます。
寄付されたTポイントは、1ポイント＝1円として換算され、Support Our Kidsプロジェクトへ寄付されます。
寄付という形で、子ども達の未来を、東北の未来を一緒に支えて頂けますようお願い申し上げます。

HP: https://donation.yahoo.co.jp/detail/5126001/

Support Our Kids事務局

〒102-0083 東京都千代田区麹町2-12-6 ミツリ麹町ビル３階 （特定非営利活動法人 次代の創造工房内）
℡ : 03-6272-6252 Email : sok@jidai.or.jp     HP : http://support-our-kids.org/  Facebook : https://www.facebook.com/jidai.or.jp/


